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１ 学校の内外環境の分析 

  

２ 重点課題 
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（支援的要因） 

【 保護者・地域 】 

①保護者，地域ともに学

校教育に対して協力的で

ある。 

②中学生が参加できる地

域の取組がある。 

③中学校区の各学校が，

情報の共有を図り，取組

に系統性がある。 

【 市教委 】 

④「呉の学校教育」に基

づき，学校に対する指

導・支援がある。 

⑤ＩＣＴ環境を整えてい

る。 

 

（強み） 

【 学 校 】 

①教職員全員が「二川授業スタイル」を柱に「子ど

もの主体的な学びの実現」に向けて授業改善に取り

組み，学力の定着と向上を図っている。 

②生徒会を中心とした生徒主体の学校づくりを意識

して進めている。 

③生徒指導の４つの視点を基盤に，積極的な生徒指

導，生徒主体の取組を組織的に進め，生徒の自己指

導能力を高め，自己肯定感・自己有用感の向上につ

なげている。 

④取組のねらいを明確に示し，組織的にPDCAを進

めようとしている。 

【 生 徒 】 

⑤前向きに学校生活を送ろうとする生徒が多い。 

⑥ルールを守り，係等責任をもって行っている生徒

が多い。 
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（阻害的要因） 

【保護者・地域】 

①家庭の教育力が低下傾

向にある。 

（スマホや携帯電話使

用，ゲーム依存に係るル

ールの確立・遵守，基本

的生活習慣・学習習慣の

確立，規範意識の涵養） 

②地理的に校区３校間の

移動が難しく，児童生徒

の交流が持ちにくい。 

③土砂災害警戒区域，急

斜面危険区域が校区内に

あるため防災教育の充実

を図る必要がある。 

 
 

 

（弱み） 

【 学 校 】 

①「主体的な学び」に向け，授業改善に対する教職

員の意識は高い。しかし，生徒の思考を促す発問や

切り返し（比較・分類・関連付け・総合等）や授業の

前後での変容（成長）に気付かせる指導は不十分で

ある。メタ認知を高める学習指導が十分であるとは

いえない。 

【 生 徒 】 

②自分で計画を立てて学習する習慣が十分確立でき

ていない。自力解決する力が弱く，思考力・表現力

に課題がある。 

③家庭学習が定着しておらず，生活のコントロール

が十分できていない。(課題未提出者の固定化等) 

④相手意識が低く，言葉づかいなど他者への言動に

配慮の欠ける生徒，他者との関係をうまく築くこと

ができない生徒がいる。 

⑤内面的発達の個人差が顕著である。自己肯定感の

二極化が見られ，意欲・向上心に課題がある。 

⑥生徒間の人間関係が固定化，グループ化している。 

（１）中学校区で育成すべき資質・能力の育成に向け，「主体的な学び」を実現する授業改善を推進する。 

    ・生徒の興味・関心を促す課題を設定し，あるいは設定させ，その課題解決に向けて，生徒が自ら探究活動を進める

工夫をする。小中一貫で取り組んでいる「二川授業スタイル」をベースに，さらに「子どもの主体的な学びの実現」

を進める。 

（２）自己指導能力及び自己肯定感・自己有用感を向上させる。 

・自己を認識し，自分の人生を選択し，表現する力を育て，夢の実現に向けてチャレンジする生徒を育成する。 

・生徒会を中心とした生徒主体の学校づくりの推進を継続する。 

・生徒指導の４つの視点（自己存在感，自己決定，共感的人間関係，安全・安心な風土）を基盤に，積極的な生徒指

導を組織的に行う。 

（３）自分の命は自分で守る力を向上させる。 

・防災教育のさらなる深化を図るとともに，生徒主体の取組を推進する。 

○「主体的・対話的で深い学

び」の実現を目指した「二川

授業スタイル」の実践（Ｓ②

③⑤） 

○生徒会活動を中心に生徒

の自治能力を高める活動の

推進・生徒主体の学校づく

りの推進（Ｓ⑥⑦） 

○目指す児童生徒像の具現

化及び夢の実現に向けてチ

ャレンジする生徒の育成

(小中一貫教育の充実)(Ｏ

③④⑤ Ｓ⑤⑥) 

○家庭・地域と連携した生活規

律を確立する取組 

（Ｔ①② Ｗ②③④） 

◎基礎・基本の徹底及び思考

力・表現力の向上を図る取組

（家庭学習の取組，授業改善の

取組）（Ｔ① Ｗ①②③） 

○自己肯定感・自己有用感を高

める取組（生徒主体の授業づく

り，生徒主体の学校づくり）(Ｔ

①②③ Ｗ①②③④⑤⑥） 

○自己指導能力を育成する取

組（振返り・教育相談の充実）

(Ｔ①③ Ｗ②③④) 

○「特別な教科 道徳」の授業

の充実（Ｔ③ Ｗ②④） 

○ソーシャルスキルトレーニン

グなどの手立て(Ｔ③ Ｗ④⑤⑥) 

阻害的要因と弱みを克
服する活動・取組は 

支援的要因と強みを生か
した活動・取組は 

ＳＯ

Ｔ ｗ


